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1 : 3 0 0 ( A 1 )

住所・氏名
作 製 者
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ー
　
　
　  

号

平
成 

　
　
　
年 

　 

　
　
月 

　
　
　
日

高 松 市 西 山 崎 町 字 川 向 下 2 3 1 番 1 , 2 3 6 番 1 , 2 3 6 番 6 の 一 部 , 2 3 7 番 1 , 2 3 8 番 1 ,

土 地 利 用 計 画 図

代
表
取
締
役
　
佐
野 

力

株
式
会
社
フ
ロ
ム
フ
ァ
ー
ス
ト
・
高
松

土
地
家
屋
調
査
士
・
測
量
士

株
式
会
社
高
松
合
同
企
画

高
松
市
三
条
町
弐
七
八
番
地
壱
弐

野
田
　
明
良

2 3 8 番 2 , 2 3 9 番 1 , 2 4 0 番 1 , 字 川 向 上 4 5 6 番 3 1 , 4 5 6 番 3 4 , 4 5 6 番 3 8 ,
4 6 3 番 , 4 6 4 番 1 , 4 7 1 番 9 , 4 7 1 番 1 0 , 4 7 2 番 , 及 び 地 先 農 道 ・ 水 路

金属鋲

電柱3

電柱2

14条地図ライン(S40年12月作成)

境界プレート標

電柱4

杭　　　種

コンクリート杭

世界測地系

四電　エンザ　46　E3

凡例

NTT　山崎(五)　10　L2

NTT　山崎(五)　11　L2

NTT　山崎(五)　11　L3

T柱

NTT　山崎(五)　11　L1

杭記号

Ｍ マンホール

電柱1

四電　エンザ　45　E1

四電　エンザ　46　E2

四電　エンザ　46　E4

NTT　山崎五幹　10　L1

1 : 6 0 0 ( A 3 )

41.64

40.97

41.28

40
.7
7
(水

路
天
)

1号境界ｺﾝｸﾘｰﾄ FH=41.30

3.00

41.36

2号重力式擁壁(C) FH=41.80

1000×1000 T-14

T4

放流先=40.35

FH=41.40

浄
化
槽

合
併
処
理

S-
4

40.26

40.26

41.30

0.33ｍ

2連桝

41.65

樋差口設置

41.30

264.53

-18-

放流先=40.57

水路底=40.33

T2-1

3.
01

2号
重
力
式
擁
壁
(E
) 
FH
=4
1.
40

水
路
底
=3
9.
78

水
路
改
修
 
FV
側
溝
40
0×

60
0~
10
00
 F
H
=4
1.
04
~
41
.1
7~
4
1.
10
 L
=
61
.6
5 
水
路
勾
配
=5
.2
‰

S-14

L=
6.
70
 i
=1
2%

M1

1.17

水路A

幹
線
沿
道
型

FH=40.89

40.11(水路天)

管底=40
.76

既設建物

放流先=40.56

5.00ｍ

止水栓

FH=40.85

2.
0ｍ

FH=41.05~41.10 L=5.25

常
水
位
=5
cm

L型側溝

3.00

5.
00
ｍ

1号境界ｺﾝｸﾘｰﾄ FH=41.30
3.
17

40.27(水
路
天
)

41.41

40
.9
0

２項道路区域線

常水位=40.02

5号
境
界
ｺﾝｸﾘｰﾄ

40.19(水路底)

41.49

41.20

280.44

-10-

水路底=40.17

［
建
築
基
準
法
外
道
路
］

仕切弁

浄
化
槽

合
併
処
理

41.20

195.46

-7-

40
.3
1

39
.8
3
(水

路
底
)

ｶﾞ
ｰﾄ
ﾞﾚ
ｰ
ﾙ設

置
 L
=
8.
0m

浄
化
槽

合
併
処
理

41.70

40
.
65
(水

路
天
)

40
.
77

S-11

水路底=39.74

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ設置

0.
60
ｍ

常水位=5cm

放流先=40.40

42.00

40.81

水路底=40.03

41.50

透水管φ100 L=26m i=1%

L=3.04

41.60

347.20

-1-

M2

水路底=40.19

40.97(水路天)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞは3m以内に1箇所設置すること(500×600×2枚)110°開閉式　T-14

常水位=5cm

水路底=40.04

40.87

41.54

40.93

L=
10
.2
4

水
路
底
=3
9.
83

L型
側
溝

3.
00

40.70(水
路
天
)

２
項
道
路
中
心
線

1号境界ｺﾝｸﾘｰﾄ FH=41.30

3.00

42.00

40.04

40.38

2.0ｍ

水路底=39.82

▽

41
.2
3

浄
化
槽

合
併
処
理

重圧管φ250 L=12.55 i=4.8‰

40.19

41.48

40.59(水路天)

40.85
40.85

40.79(水路天)

40.78(水路天)

40.76

40.75(水路天)

40
.8
8(
基
礎
天
)

40.88

39.72(水路底)40.76

40
.8
3(
水
路
天
)

40
.7
4(
水
路
天
)

39.76(水路底)

40.74
40.75(水路天)

40.77

40.73(水路天)

39.72(水路底)

40.79(水路天)

41.58(基礎天)

40.81

40.70(水路天)

40.87(基礎天)

39.76(水路底)40.75

39.72(水路底)

39.74(水路底)

41.58(基礎天)

40.82

40.59(水路天)

40.60(水路天)

40.88

40.75(水路天)

39.71(水路底)

40
.7
8(
水
路
天
)

41.57(基礎天)
40.82

40.87(基礎天)

6
号
境
界
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰ
ﾄ 
FH
=4
1.
80

L=
1.
02

41.20

281.67

-15-

水路底=39.79

40
.8
9

40.57

放流先A=40.27

水路底=40.35

39
.
77
(
水
路
底
)

L=
3
1.
69ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
土
間
 
t=
10
c
m

M3

225-1

241-1

242-1

1784-4

471-7

242-6

236-4

456-37

226-1

242-3

471-11
471-8

1784-2

229-1

456-1

231-4

1782-4

231-3

230-1

2号集水桝

放流先=40.40

鉄板

鉄板

40.20(水路底)

40.22

41.63

41.70

412.26

-3-

水路底=39.83

40.37

特
定
用
途
制
限
地
域

40.24

L
型
側
溝

41.34

２項道路中心線

放流先=40.40

既設建物

40.16(水路底)

1号境界ｺﾝｸﾘｰﾄ FH=41.40

3.
00

40.21

FH=41.05 H=1.38

重圧管φ250 L=18.85 i=5.3‰

41.30

266.76

公園

浄
化
槽

合
併
処
理

木柱

39.49(水路底)

40.34(水路底)

既設建物

4.74ｍ

［建築基準法第４２条第１項第２号道路］
第18-151号

倉庫

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ設置

放流先=40.38

41
.
59
(基

礎
天
)

40.35(水路天)

41.33

41.20

227.08

-16-

常水位=0cm

水路底=40.32

4.01ｍ

浄
化
槽

合
併
処
理

41.05

41.15

L=
2
6.
9
2

M4

4.76ｍ

40.97

管理桝

VUφ250 L=36.30m i=3.0‰

側
壁
は
両
側
に
設
置

2.
0ｍ

透
水
管
φ
10
0

5.
00
ｍ

40.88(水路天)

分離帯標識設置

41.70

255.55

-4-

特
定
用
途
制
限
地
域

２項道路中心線

1
号
境
界
ｺ
ﾝｸ
ﾘｰ
ﾄ 
F
H=
41
.4
0

L=
10
.
00
(5
個
)
 F
H=
41
.
06
~4
1.
0
3

5.00ｍ

41.60

41.30

322.26

-25-

3.00

常水位=40.07

1号境界ｺﾝｸﾘｰﾄ FH=41.40

3.
01

5.
6
0ｍ

40
.5
9
(水

路
天
)

41.76

FH=41.09~41.08

重圧管φ250 L=29.24 i=5.1‰

T8

3.00

5.
00

41.03

M-
1

41.40

40
.8
1

4
0.
6
4(
水
路
天
)

FH=40.90

4.77ｍ

1.59ｍ

常水位=5cm

41.20

236.25

-9-

重
圧
管
φ
25
0 
L=
28
.9
0 
i=
4.
8‰

40
.7
4(
水
路
天
)

39.95

40.76

3.00

9.61

水路B

放流先=40.40

40.57

3.79

その他

浄
化
槽

合
併
処
理

40
.3
7(
水
路
天
)

39.94(管底)

管底
=40

.71

M5

電柱2

止
め
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ

42.20

L=
56
m 
i=
1%

40.52

２
m
後
退
線

2.0ｍ

6.
00
ｍ

２項道路中心線

1号
境
界
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰ
ﾄ 
FH
=4
1
.4
0

仕切弁

40
.7
9(
水
路
天
)

2.0ｍ

水路底=39.87

FH=
41.

40

Ｍ

41.10

39
.
75
(
水
路
底
)

水路底=39.87

41.30

321.25

-24-

M-
2

40.42(水路底)

電柱4

40
.4
5

4号
重
力
式
擁
壁
(E
) 
FH
=4
1.
40

3.
00

40.37

放流先=39.89

0.43ｍ

放
流
先
=4
0.
43

浄
化
槽

合
併
処
理

2号
重
力
式
擁
壁
(F
) 
FH
=4
1.
40

41.64

40
.5
6(
水
路
天
)

40.79

M6

放流先=40.25

浄
化
槽

合
併
処
理

40.22

41.30

225.42

-22-

15
2°

L型側溝

浄
化
槽

合
併
処
理

40.24

２
m後

退
線

川
向
下
踏
切

放流先=40.47

T柱

41.60

3
9.
9
6(
水
路
底
)

41.44

市道　西山崎16号線

木柱

40
.7
7(
水
路
天
)

水路底=39.90

２項道路区域線

放流先=40.25

重圧管φ300 L=33.66 i=4.2‰

41.08

40.26

M-
3

41.30

248.15

-21-

常水位=39.99

41.16(水路天)

41.59

分離帯標識設置

ｶﾞ
ｰﾄ
ﾞﾚ
ｰ
ﾙ設

置
 L
=2
9.
8m

40
.7
8
(水

路
天
)

4号
重力式擁壁(E)

 FH
=41

.40

4号
重
力
式
擁
壁
(G
)
 F
H=
41
.4
0

常
水
位
=5
c
m

水路底=40.25

FH=41.13

40.19(水
路
天
)

常水位=5cm

水路底=40.10

40.87

40.24

L型側溝

3.00

4.75ｍ

41.64

41.24

41.34

2号
重
力
式
擁
壁
(A
) 
F
H=
41
.
30

２
項
道
路
中
心
線

常水位=40.16

1号境界ｺﾝｸﾘｰﾄ FH=41.40

5.50ｍ

H=1.79

41
.0
3

市
道
　
円

座
西

山
崎
線

1号
境界ｺﾝｸ

ﾘｰﾄ

39.58(水
路
底
)

41.43

40.75

水路底=39.80

41.05

3号
境
界
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
 
FH
=4
1.
80

5.34

後退A

常水位=39.95

41.20

239.01

-6-

40
.5
3
(水

路
天
)

41.01

41.58

40.00

3.
00

放流先D=40.09

1号集水桝 900×900 T-14

41.65

41.30

220.74

-20-

40
.5
6

41.40

S-122.
0
1ｍ

常水位=5cm

水
路
底
=
39
.
81

放流先=40.40

浄
化
槽

合
併
処
理

41.57

FH=41.10 H=1.42

水路底=39.81

放流先=40.60

41.07

2.
0ｍ

擁壁間の緩衝材には止水版を設けること

3.
00

40.92

4号
重
力
式
擁
壁
(A
)
 F
H=
41
.3
0

水路底=39.96

1号
境
界
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
 F
H=
41
.3
0

H=1.99

41.12

41.39

40.19(水
路
天
)

40.86

T3

▽

T12

41.51

水路底=39.77

S-
2

1号
境
界
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
 F
H=
4
1.
80

4号境界ｺﾝｸﾘｰﾄ FH=41.80

水路底=39.75

40.23

ｸﾞ
ﾚｰ
ﾁﾝ
ｸﾞ
10
0
0×

10
00
(両

開
き
)2
箇
所

40.00

Ｍ

3.01

40.43

40
.
77
(
水
路
天
)

1号重力式擁壁(B)

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ設置

1.59ｍ

水路底=39.80

水路底=40.25

▽

3.00

41.30

176.54

駐車場

FH
=4
0.
89

浄
化
槽

合
併
処
理

既設建物

1号
境
界
ｺﾝ
ｸ
ﾘｰ
ﾄ 
FH
=
41
.8
0

41.56

40.77

放流先=40.52

T11

62°

ｽﾛ
ｰﾌ
ﾟ側

壁
 F
H=
41
.1
0~
40
.3
0

横
断
対
応
品
 L
=
14
.0
0

２m後退線

1号
境
界
ｺﾝ
ｸ
ﾘｰ
ﾄ 
FH
=
41
.3
0

浄
化
槽

合
併
処
理

40.27(水
路
天
)

2号
L型

擁
壁
(A) FH=41.40

2.0ｍ

3.
01

放流先=40.40

2号境界ｺﾝｸﾘｰﾄ

浄
化
槽

合
併
処
理

40.76(水路天)

42.00

41.13

S-
1

防火水槽標識設置

3.
01

40
.2
8

4号
重
力
式
擁
壁
(C
) 
FH
=4
1.
30

41.20

240.75

-12-

浄
化
槽

合
併
処
理

40.30

40.05

39
.9
3(
水
路
底
)

S
-
5

21.88

後退B

放流先=40.57

放流先=40.59

41.04(水路天)

放流先B=40.15

ｶｰ
ｽﾄ
ｯﾌ
ﾟ 
CS
-7
 開

口
1.
5m
以
下
で
設
置

［建築基準法外道路］

0.6
3ｍ

41.33

39.74(水路底)

40.10(水路天)

［建築基準法第４２条第２項道路］

41.70

347.15

-2-

6.
25
ｍ

水路底=40.11

5.00ｍ

40.96(水路天)

隣
地
用
水
溝
埋
立
て
 F
H=
40
.8
1水
路
底
=3
9.
82

常水位=5cm

L型
側
溝

5
.0
0ｍ

40
.8
3

40.76

２m後退線

1号
境
界
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
 F
H=
41
.
30

浄
化
槽

合
併
処
理

5.
60
ｍ

40
.4
6

40.45(水路天)

4
0.
5
7(
水
路
天
)

41.52

4号重力式擁壁(B) FH=41.30

２m後退線

常水位=40.04

40.16

水路底=39.79

重
圧
管
φ
25
0 
L
=3
0.
90
 
i=
4.
9‰

水
路
改
修
 D
-
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽｶ
ﾙ
ﾊﾞ
ｰﾄ
16
0
0×

10
00

41.36

4号重力式擁壁(D) FH=41.30

41.20

229.76

-8-

3.0
0

L=8.20

41.20

281.92

-14-

分
離
帯
標
識
設
置

常水位=5cm

鉄板

S-13

常水位=0cm

水
路
底
=3
9.
82

4.38ｍ

Ｍ

［
建
築
基
準
法
第
４
２
条
第
２
項
道
路
］

放流先=40.40

既設建物

41.55

管底=40.20

1号
L型

擁
壁
 FH=41.40

水路底=39.81

L型側溝

41.24
41.22(水路天)

40.16

4
1.
60
(基

礎
天
)

39.95(水路底)

40.77

用
途
区
域
界
（
県
道
よ
り
30
ｍ
）

水路底=39.84

FH=41.40

40
.7
6
(水

路
天
)

5号
重
力
式
擁
壁
(B
) 
FH
=4
1.
30

40
.
43

40.26

L=
10
.0
0(
5
個
) 
FH
=
40
.9
6~
4
0.
93

VUφ250 L=26.05m i=8.1‰

水路底=39.89

39.67(水
路
底
)

40.94

L=14.09

ｶﾞ
ｰﾄ
ﾞﾚ
ｰﾙ
設
置
 L
=1
0.
1
m

40.21

既設建物

41.61

41.19

40.03(水路底)

40.29

管底=40.45

41.20

207.60

-17-

40.30

止めｺﾝｸﾘｰﾄ

水路底=40.20

41
.0
5

止水栓

41.03

39.59(管底)

40
.6
9
(水

路
天
)

2.
0ｍ

水路改修 U型水路600+1号床板

T5

118
°

L型側溝

木柱

3
9.
8
0(
水
路
底
)

40
.2
8

2
.0
ｍ

放流先=40.45

1号
境
界
ｺﾝ
ｸﾘ
ｰﾄ
 
FH
=4
1.
3
0

浄
化
槽

合
併
処
理

水
路
改
修
 D
-ﾎ
ﾞ
ｯｸ
ｽｶ
ﾙﾊ
ﾞ
ｰﾄ
16
00
×
10
00

41.50

2号重力式擁壁(B) FH=41.40

41.30

220.45

-23-

41.70

264.52

-5-

40.60(水路天)

40.09(水路底)

S-
3

放流先C=40.20

放流先=40.50

ｸ
ﾞﾚ
ｰﾁ
ﾝｸ
ﾞ
10
00
×
1
00
0(
両
開
き
)2
箇
所

40
.5
7

水路底=39.79

40.14

4号
重
力
式
擁
壁
(F
) 
F
H=
41
.4
0

L=9.49

0.
5
0ｍ

41.20
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T7

41.52

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1200設
置
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1号重力式擁壁(A)
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41.71

2号重力式擁壁(D) FH=41.80

２m後退線

常水位=40.11

1号境界ｺﾝｸﾘｰﾄ FH=41.30
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Ｍ

水路改修 U型水路600+1号床板 FH=40.83~41.05 L=49.15
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水路底=39.91
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２項道路区域線

2号境界ｺﾝｸﾘｰﾄ

浄
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合
併
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理

電柱1

40.80

T13

水路底=40.05

水路底=40.07

常水位=40.09

40.91

41.30

220.49
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常水位=5cm
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先
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L型
側
溝

水門

新設給水管 HIVPφ50

既設給水管HIφ20

新
設
給
水
管
 H
IV
Pφ

20

既設給水管は本管上で撤去

新設給水管 HIVPφ25

新設給水管 HIVPφ50

新
設
給
水
管
 H
IV
Pφ

50

ﾄﾞﾚｰﾝφ25

既
設
配
水
管
Dφ

20
0(
位
置
・
深
度
は
不
明
確
)

(位置・深度は不明確)

既設配水管DIPφ75

既設給水管は本管上で撤去

既設給水管φ25(個人管) 位置・深度は不明確

新設給水管 HIVPφ50

既
設
配
水
管
Dφ

75

既設給水管は本管上で撤去

新
設
給
水
管
 H
I
VP
φ
50

新設給水管 HIVPφ50

新
設
給
水
管
 H
IV
Pφ

50

新設給水管 HIVPφ50

既設給水管HIVPφ40

防火水槽 40ｍ3

新設給水管 HIVPφ25

新
設
給
水
管
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φ
2
5
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差
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常
水
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LEVEL
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終端広場
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L
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透
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管
φ
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.7
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透水管底=40.55

    ・合併浄化槽の処理水は宅内最終桝を経由して、開発道路内の

給水管HIVP20・量水器

流水方向

(泥だめ15cm)

画地番号

    ・管の交差部はｸﾘｱﾗﾝｽを10cm以上確保すること。

(ｲﾝﾊﾞｰﾄ施工)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ T-14

(ｲﾝﾊﾞｰﾄ施工) 重圧管φ250～300

VUφ250

計画高(m)

    ・透水管を車道に設置する箇所は管保護をすること

L型側溝

道路集水桝→VU150 10‰以上

管理桝φ600 T-14

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ・ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋 T-14

申請区域

1号ﾏﾝﾎｰﾙ T-14

    ・その他用地及び後退用地部分において、構造物による境界
    下水道管や側溝を通して地先水路へ放流する。

土被り0.60m以下-全巻保護

(泥だめ15cm)

    ・各区画における予定建築物は一戸建ての住宅とする。
注記)・本管への接続は支管接合とする。

    明示が出来ない点には不動標識を設置すること。

土被り0.60m以下-全巻保護

    ・宅内排水管の土被りは20cm以上確保すること。

    ・開発協議の対象は最終桝から一次放流先までとする。

水道管仕切弁

凡  例

2連桝 400×400×2連

画地面積(㎡)

雨水桝φ350→VU150 10‰以上

    ・放流先の管底は通常水位以上とすること。
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